
商
業
使
用
人
規
定
の
行
方

│
│
ド
イ
ツ
商
法
と
の
比
較
│
│

藤

田

祥

子

一

は
じ
め
に

二

ド
イ
ツ
商
法
典
に
お
け
る
商
業
使
用
人

⑴

商
業
使
用
人
の
意
義

⑵

商
業
使
用
人
と
商
業
代
理
人
の
関
係

三

ド
イ
ツ
に
お
け
る
商
業
使
用
人
と
商
業
代
理
人
の
関
係
を
め
ぐ
る
規
定
の
変
遷

四

ド
イ
ツ
現
行
商
法
に
お
け
る
商
業
使
用
人
規
定
の
変
遷

五

日
本
商
法
と
の
比
較

六

お
わ
り
に一

は
じ
め
に

わ
が
国
に
お
け
る
商
業
使
用
人
の
規
定
は
、
殆
ど
が
営
業
上
の
代
理
権
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
ロ
エ
ス
レ
ル
が
商
業
使

用
人
と
商
業
代
理
人
を
一
体
と
し
て
商
業
使
用
人
と
し
て
規
定
し
た
こ
と
に
よ
る
。
平
成
一
七
年
改
正
前
商
法
は
営
業
上
の
代
理
権

商業使用人規定の行方
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以
外
の
規
定
が
二
カ
条
（
平
成
一
七
年
改
正
前
商
法
四
一
条
、
四
五
条
）
し
か
な
く
、
改
正
後
は
支
配
人
の
競
業
避
止
義
務
の
一
カ
条

（
平
成
一
七
年
改
正
前
商
法
四
一
条
、
現
行
商
法
二
三
条
、
会
社
法
一
二
条
）
に
な
っ
た
。
こ
の
商
業
使
用
人
の
規
定
と
い
う
の
は
、
ロ

エ
ス
レ
ル
に
よ
れ
ば
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
法
等
に
は
規
定
が
な
く
、
も
っ
ぱ
ら
ド
イ
ツ
法
や
ス
ペ
イ
ン
法
を
参
照
し
た
も
の
で
あ
る
。

平
成
一
七
年
商
法
改
正
時
、
商
業
使
用
人
規
定
は
あ
ま
り
手
を
加
え
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
問
題
が
な
い
た
め
で
は

な
く
、
難
し
い
問
題
が
あ
っ
た
の
で
、
内
容
の
検
討
を
先
送
り
し
た
か
ら
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
将
来
の
改
正
も
視
野
に
入
れ
て
、

ロ
エ
ス
レ
ル
が
参
照
し
た
ド
イ
ツ
商
法
に
お
け
る
商
業
使
用
人
及
び
商
業
代
理
人
の
規
定
の
変
遷
を
追
う
こ
と
に
よ
り
、
わ
が
国
に

お
け
る
商
業
使
用
人
規
定
の
行
方
を
考
え
て
み
る
こ
と
を
課
題
と
す
る
。
わ
が
国
の
商
業
使
用
人
規
定
は
、
上
述
し
た
よ
う
に
営
業

上
の
代
理
権
に
関
す
る
規
定
が
殆
ど
で
あ
り
、
実
際
上
の
問
題
も
営
業
上
の
代
理
権
に
関
す
る
も
の
が
多
か
っ
た
の
で
、
今
ま
で
ド

イ
ツ
法
の
研
究
と
い
う
と
商
業
代
理
人
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
今
回
は
、
商
業
使
用
人
の
規
定
に
重
心
を
置
い
て
検
討

を
加
え
る
。
そ
の
際
、
わ
が
国
の
商
法
で
は
、
営
業
上
の
代
理
権
以
外
で
唯
一
残
っ
た
規
定
が
支
配
人
の
競
業
避
止
義
務
で
あ
る
た

め
、
競
業
避
止
義
務
を
検
討
の
中
心
と
す
る
こ
と
と
す
る
。
た
だ
し
今
回
は
商
業
使
用
人
規
定
全
体
を
考
え
る
上
で
競
業
避
止
義
務

を
取
り
上
げ
る
た
め
、
競
業
避
止
義
務
の
根
拠
等
に
は
深
く
立
ち
入
ら
ず
、
商
業
使
用
人
規
定
の
中
で
の
位
置
付
け
に
着
目
し
て
検

討
す
る
。
な
お
支
配
人
の
競
業
避
止
義
務
の
規
定
は
、
正
確
に
は
営
業
禁
止
義
務
（
商
法
二
三
条
一
項
一
、
三
、
四
号
、
会
社
法
一
二

条
一
項
一
、
三
、
四
号
）
と
競
業
避
止
義
務
（
商
法
二
三
条
一
項
二
号
、
会
社
法
一
二
条
一
項
二
号
）
の
二
つ
に
大
別
さ
れ
る
が
、
以
下

で
は
特
に
こ
と
わ
ら
な
い
限
り
、
競
業
避
止
義
務
と
す
る
。
ま
た
競
業
避
止
義
務
違
反
の
場
合
に
つ
い
て
は
検
討
の
対
象
外
と
す
る
。

二

ド
イ
ツ
商
法
典
に
お
け
る
商
業
使
用
人

ド
イ
ツ
に
お
い
て
、
商
業
代
理
人
と
商
業
使
用
人
は
分
け
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
商
業
代
理
人
に
関
し
て
は
、
第
五
章
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（
四
八
│
五
八
条
）
にP

ro
k
ura

u
n
d
H
a
n
dlu

n
gsv

oll
m
ac
ht

と
題
し
て
規
定
し
て
い
る
。
商
業
代
理
人
に
該
当
す
る
の
は
、

P
ro

k
urist

とH
a
n
dlu

n
gsb

e
v
oll

m
äc
htigte

で
あ
る
。Pro

k
urist

は
支
配
人
、H

a
n
dlu

n
gsb

e
v
oll

m
äc
htigte

は
、
わ
が

国
の
商
法
に
お
け
る
支
配
人
以
外
の
商
業
使
用
人
に
あ
た
る
商
業
代
理
人
で
あ
る
。
そ
し
て
第
六
章
（
五
九
│
八
三
条
）
にH

a
n
d‑

lu
n
gsg

e
hilfe

n
u
n
d
H
a
n
dlu

n
gsle

hrlin
g
e

と
題
す
る
規
定
が
あ
り
、H

a
n
dlu

n
gsg

e
hilfe

が
商
業
使
用
人
に
あ
た
る
。
わ

が
国
で
は
前
述
し
た
よ
う
に
両
者
を
あ
わ
せ
て
規
定
し
て
い
る
の
で
、
ま
ず
ド
イ
ツ
に
お
け
る
商
業
使
用
人
の
意
義
、
次
に
商
業
使

用
人
と
商
業
代
理
人
の
関
係
に
つ
い
て
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

⑴

商
業
使
用
人
の
意
義

商
業
使
用
人
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
商
法
五
九
条
一
文
に

W
er

in
ein

e
m

H
a
n
d
elsg

e
w
erb

e
z
ur

L
eistu

n
g
k
a
uf

m
ä
n‑

nisc
h
er

Die
nste

g
e
g
e
n
E
ntg

elt
a
n
g
estellt

ist

と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
規
定
に
よ
れ
ば
、
商
業
使
用
人
と
は
、
商
業

に
お
い
て
報
酬
を
得
て
商
業
上
の
労
務
を
提
供
す
る
た
め
に
雇
用
さ
れ
る
者
を
い
う
。
商
業
使
用
人
の
意
義
に
つ
い
て
は
四
つ
の
メ

ル
ク
マ
ー
ル
が
あ
る
。
ま
ず
第
一
に
雇
用
さ
れ
て
い
る
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
商
業
使
用
人
は
、
労
働
者
（A

rb
eit‑

n
e
h
m
er

）
で
あ
っ
て
非
独
立
（un

selbsta
¨

n
dig

）
の
者
で
あ
る
。
非
独
立
と
い
う
点
で
独
立
し
て
い
る
代
理
商
と
異
な
る
。
非
独

立
と
い
う
の
は
、
人
的
従
属
性
（perso

¨
nlic

h
e
A
b
h
a
¨

n
gig

k
eit

）
を
意
味
す
る
。
人
的
従
属
性
す
な
わ
ち
営
業
主
に
従
属
す
る
と

い
う
の
は
、
典
型
的
に
は
、
指
揮
命
令
に
服
す
る
（W

eis
u
n
g
s
g
e
b
u
n
d
e
n
h
eit,

W
eisu

n
gsu

nter
w
orfe

n
k
eit

）
こ
と
に
よ
り
生

ず
る
。
弁
護
士
、
税
理
士
、
公
認
会
計
士
や
医
師
と
い
っ
た
い
わ
ゆ
る
自
由
業
は
、
人
的
従
属
性
を
欠
く
た
め
商
業
使
用
人
で
は
な

い
）。

ま
た
商
人
の
家
族
（Fa

m
ilie

n
a
n
h
o
¨
rig

e

）
は
、
契
約
の
内
容
に
よ
る
が
、
商
業
使
用
人
で
は
な
い

）
。

第
二
に
商
業
（H

a
n
d
els

g
e
w
erb

e

）
上
、
雇
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
使
用
者
（A

rb
eits

g
e
b
er

）
は
、
商
人
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い

）
。
こ
こ
で
い
う
商
人
は
、
商
法
一
条
か
ら
六
条
の
意
味
で
の
商
人
で
あ
る

）
。
商
業
（H

a
n
d
els

g
e
w
erb

e

）
の
意
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義
に
つ
い
て
は
、
商
法
一
条
二
項
に

商
業
と
は
、
企
業
が
商
業
的
な
方
法
で
組
織
し
た
営
業
を
性
質
と
範
囲
に
つ
き
要
求
し
な
い

場
合
を
除
き
、
各
営
業
の
こ
と
を
い
う

）

と
定
め
て
い
る
。

第
三
に
商
業
上
の
労
務
の
提
供
で
あ
る
が
、
商
業
上
の
労
務
（ka

uf
m
a
¨

n
nisc

h
er

D
ie
n
st

）
の
概
念
に
つ
い
て
は
、
法
律
上
規

定
さ
れ
て
い
な
い

）
。
機
械
上
（m

ec
h
a
nisc

h
e

）
の
あ
る
い
は
技
術
的
（tec

h
nisc

h
e

）
な
労
務
で
は
な
く
、
精
神
的
（geistig

e

）

な
労
務
を
指
す

）
。

そ
し
て
最
後
に
有
償
性
（E

ntg
elic

h
k
eit

）
で
あ
る
。
有
償
性
は
民
法
（

B
G
B）
六
一
一
条
の
雇
用
契
約
を
基
礎

）
と
す
る
。

⑵

商
業
使
用
人
と
商
業
代
理
人
の
関
係

商
業
使
用
人
の
規
定
は
、
部
分
的
に
商
業
代
理
人
の
規
定
と
交
差
す
る
。
商
業
使
用
人
は
、
同
時
に
支
配
人
又
は
商
業
代
理
人
に

な
る
こ
と
が
で
き
る
。
支
配
権
又
は
商
業
代
理
権
は
代
理
権
限
を
示
す
に
過
ぎ
ず
、
し
た
が
っ
て
第
三
者
と
の
関
係
に
お
け
る
法
律

関
係
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
規
定
は
、
外
部
関
係
（A

uß
e
n
v
er
h
a
¨
ltnis

）
に
の
み
関
連
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ

に
対
し
て
商
業
使
用
人
の
概
念
は
商
人
に
対
す
る
法
律
関
係
に
か
か
わ
る
も
の
で
、
内
部
関
係
（In

n
e
n
v
er
h
a
¨
ltnis

）
と
理
解
さ
れ

る
）。次

に
外
部
関
係
（
商
業
代
理
人
）
と
内
部
関
係
（
商
業
使
用
人
）
に
規
定
が
は
っ
き
り
と
分
か
れ
て
い
く
変
遷
を
見
て
い
く
こ
と
と

す
る
。

三

ド
イ
ツ
に
お
け
る
商
業
使
用
人
と
商
業
代
理
人
の
関
係
を
め
ぐ
る
規
定
の
変
遷

現
行
の
ド
イ
ツ
商
法
典
（

H
G
B）
の
前
身
に
あ
た
る
の
は
、
一
八
六
一
年
の
ド
イ
ツ
普
通
商
法
典
（

A
D
H
G
B）
で
あ
る
。
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ド
イ
ツ
普
通
商
法
典
制
定
に
あ
た
っ
て
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
草
案

）
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
草
案
が
提
出
さ
れ
、
プ
ロ
イ
セ
ン
草
案
を
基
礎
に

オ
ー
ス
ト
リ
ア
草
案
が
参
酌
さ
れ
た

）
。
プ
ロ
イ
セ
ン
草
案
で
は
第
六
章
（
三
九
条
以
下
）
に
支
配
人
（F

a
ktore

n

）、
第
七
章
（
五
二

条
以
下
）
に
商
業
使
用
人
（H

a
n
dlu

n
g
s
g
e
h
u
¨
lfe

n

）
が
規
定
さ
れ
て
い
た
。
支
配
人
の
原
語
は
現
在
のP

ro
k
urist

と
は
異
な
り

F
a
ktor

で
、
定
義
規
定
は
三
九
条
に
あ
る
。

プ
ロ
イ
セ
ン
草
案
三
九
条

W
er

v
o
n
d
e
m

Eig
e
nth

u
¨

m
er

ein
er

H
a
n
d
els

nie
d
erlass

u
n
g(

P
rin

zip
al)

d
e
n
A
uftra

g
er
h
a
¨
lt,

in
d
essse

n
N
a
m
e
n
u
n
d

fu
¨

r
d
esse

n
R
ec

h
n
u
n
g
d
as

H
a
n
d
els

g
esc

h
a
¨
ft

z
u
b
etreib

e
n(

P
ro

k
u
ra),

ist
F
a
ktor(

H
a
n
dlu

n
g
sv

orste
h
er,

P
ro

k
u
rist,

D
isp

o
n
e
nt).

営
業
所
の
所
有
者
（
営
業
主
）
よ
り
営
業
主
の
名
前
で
そ
の
計
算
に
よ
り
商
行
為
を
行
う
こ
と
（
プ
ロ
ク
ラ
）
を
委
任
さ
れ
た
者

はF
a
ktor

で
あ
る

と
し
て
括
弧
の
中
にP

ro
k
urist

が
は
い
っ
て
い
る
。
プ
ロ
イ
セ
ン
草
案
は
、F

a
ktor

の
）

規
定
を
置
く
こ

と
に
よ
り
ロ
ー
マ
法
の
制
度
で
あ
るInstitor

（
支
配
人
））

か
ら
現
代
法
のP

ro
k
ura

とH
a
n
dlu

n
gsv

oll
m
ac
ht

へ
と
橋
渡
し

を
し
た
の
で
あ
っ
て
、
プ
ロ
イ
セ
ン
草
案
三
九
条
か
ら
五
一
条
に
よ
っ
て
主
と
し
て
現
行
商
法
の
四
八
条
か
ら
五
六
条
が
形
作
ら
れ

た
の
で
あ
る

）
。
し
か
し
な
が
ら
プ
ロ
イ
セ
ン
草
案
に
お
い
て
は
、F

a
ktor

の
規
定
に
内
部
関
係
で
あ
る
競
業
避
止
義
務
の
規
定
が

あ
る
。

プ
ロ
イ
セ
ン
草
案
四
六
条
一
項

Ein
F
a
ktor

d
arf

o
h
n
e

Ein
w
illig

u
n
g

d
es

P
rin

zip
als

w
e
d
er

fu
¨

r
eig

e
n
e

R
ec

h
n
u
n
g,

n
oc

h
fu
¨

r
R
ec

h
n
u
n
g
ein

es
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D
ritte

n
G
esc

h
a
¨
fte

m
ac

h
e
n.

支
配
人
は
、
営
業
主
の
許
諾
な
し
に
自
己
又
は
第
三
者
の
計
算
で
商
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

商
業
使
用
人
に
関
す
る
競
業
避
止
義
務
は
、
五
八
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

プ
ロ
イ
セ
ン
草
案
五
八
条
一
項

Ein
H
a
n
dlu

n
g
s
g
e
h
u
¨
lfe

d
arf

o
h
n
e
Ein

w
illig

u
n
g
d
es

P
rin

zip
als

w
e
d
er

fu
¨

r
eig

e
n
e
R
ec

h
n
u
n
g,

n
oc

h
fu
¨

r
R
ec

h
n
u
n
g

ein
es

D
ritte

n
H
a
n
d
els

g
esc

h
a
¨
fte

m
ac

h
e
n.

商
業
使
用
人
は
、
営
業
主
の
許
諾
な
し
に
自
己
又
は
第
三
者
の
計
算
で
商
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

こ
の
プ
ロ
イ
セ
ン
草
案
で
は
、F
a
ktor
とH

a
n
dlu

n
gsg

e
h
ülfe

の
概
念
は
、
対
置
す
る
い
く
つ
か
の
人
の
ク
ラ
ス
（ver‑

sc
hie

d
e
n
e
Classe

n
v
o
n
P
erso

n
e
n

）
と
な
っ
て
い
る

）
。
そ
の
後
、
ド
イ
ツ
普
通
商
法
典
で
は
、Pro

k
uriste

n

及
びH

a
n
d‑

lu
n
gsb

e
v
oll

m
äc
htigte

n

の
規
定
（
第
五
章
四
一
条
以
下
）
とH

a
n
dlu

n
gsg

e
h
ülfe

n

の
規
定
（
第
六
章
五
七
条
以
下
）
が
は

っ
き
り
と
分
け
ら
れ

）
、
体
系
的
分
類
が
整
え
ら
れ
た
。
つ
ま
り
同
一
人
物
がP

ro
k
urist

又
はH

a
n
dlu

n
gsb

e
v
oll

m
äc
htigte

で
あ
り
同
時
にH
a
n
dlu

n
gsg

e
hilfe

た
り
う
る
と
い
う
こ
と
が
強
調
さ
れ
る

）
。
ド
イ
ツ
普
通
商
法
典
五
八
条

）
に
お
い
て
、
商
業
使

用
人
は
営
業
主
の
名
前
及
び
計
算
に
お
い
て
法
律
行
為
を
な
す
権
限
を
与
え
ら
れ
て
い
ず
、
営
業
主
に
そ
の
商
業
に
お
い
て
法
律
行

為
を
委
託
さ
れ
た
場
合
に
、
商
業
代
理
人
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
と
規
定
し
て
い
る
。
こ
の
規
定
は
、
無
因
原
則
（A

bstra
ktio

n
s‑

prin
zip

）
が
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
認
識
さ
れ
て
か
ら
は
、
不
必
要
で
欠
陥
が
あ
る
と
主
張
さ
れ
る

）
。
ま
た
ド
イ
ツ
普
通
商
法

典
に
も
、
各
章
に
競
業
避
止
義
務
の
規
定

）
が
あ
る
。
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一
八
九
七
年
商
法
（
現
行
商
法
）
で
は
、
内
部
関
係
と
外
部
関
係
の
混
合
が
は
っ
き
り
と
克
服
さ
れ
た
。
一
八
九
五
年
の
第
一
草

案
理
由
書

）
に
お
い
て
、

第
五
章
は
、
商
行
為
の
所
有
者
（In

h
a
b
er

d
es

H
a
n
d
els

g
esc

h
a
¨
fts

）
と
代
理
人
（Be

v
oll

m
a
¨
c
htigte

n

）

間
の
内
部
関
係
を
考
慮
す
る
こ
と
な
く
支
配
権
又
は
商
業
代
理
権
を
付
与
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
第
三
者
に
生
じ
る
効
果
を
規
定
し
て

い
る
。
そ
れ
に
対
し
第
六
章
は
、
商
行
為
の
所
有
者
と
そ
の
使
用
人
と
の
雇
用
関
係
を
取
り
扱
う
。
つ
ま
り
使
用
人
が
同
時
に
商
業

代
理
人
か
否
か
で
違
い
を
設
け
て
い
な
い

と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
現
行
商
法
典
に
お
い
て
商
業
使
用
人
と
商
業
代
理
人
の
規
定
が
、

代
理
の
無
因
性
の
概
念
か
ら
委
任
（M

a
n
d
at

）
と
代
理
（Voll

m
ac

ht

）、
つ
ま
り
内
部
関
係
と
外
部
関
係
を
首
尾
一
貫
し
て
区
別
し

た
も
の
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
競
業
避
止
義
務
の
規
定
は
、
第
六
章
に
の
み
置
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
（
六
〇
条
）。

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
立
法
者
が
、
内
部
関
係
（
五
九
条
以
下
）
と
外
部
関
係
（
四
八
条
以
下
）
を
徹
底
し
た
形
で
分
離
し
た
こ
と

に
よ
り
、
営
業
主
と
そ
の
使
用
人
の
法
律
関
係
が
商
法
典
に
あ
る
の
は
正
し
い
場
所
な
の
か
と
い
う
疑
問
が
生
じ
、
商
業
使
用
人
規

定
は
大
き
な
変
更
を
加
え
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

四

ド
イ
ツ
現
行
商
法
に
お
け
る
商
業
使
用
人
規
定
の
変
遷

商
業
使
用
人
の
規
定
に
関
し
て
は
、
退
職
後
の
競
業
避
止
義
務
に
関
す
る
規
定
（
七
四

a
条
な
い
し
七
四

c
条
、
七
五

a
条
な
い
し

七
五

f
条
、
八
二

a
条
）
が
法
典
編
纂
後
比
較
的
早
い
時
期
で
あ
る
一
九
一
四
年
に
追
加
さ
れ
、
更
に
七
五

g
条
及
び
七
五

h
条
が

一
九
五
三
年
に
追
加
さ
れ
た
他
は
、
労
働
法
関
係
の
他
の
法
律
に
内
容
が
移
さ
れ
、
漸
次
削
除
さ
れ
て
い
っ
て
い
る
。

主
な
削
除
規
定
を
見
て
み
る
と
ま
ず
商
業
使
用
人
の
解
約
告
知
（
解
雇
）
に
関
す
る
六
六
条
な
い
し
七
二
条
が
、
一
九
六
九
年
に

第
一
労
働
法
改
定
法
（erste.

A
rb

eitsrec
htsb

ereinig
u
n
g
s
g
esetz

v
o
m1
4.

8.
19
6
9

B
G
Bl.

I
S.
11
0
6

）
に
よ
り
削
除
さ
れ
た
。

ま
た
同
年
、
商
業
見
習
い
に
関
す
る
七
六
条
な
い
し
八
二
条
が
職
業
訓
練
法
（B

er
ufsbild

u
n
g
s
g
esetz

v
o
m1
4.

8.
1
9
6
9

B
G
Bl.

I
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S.
1
1
1
2

）
に
よ
り
削
除
さ
れ
た
。
近
年
で
は
、
二
〇
〇
二
年
に
七
三
条
が
営
業
法
修
正
法
（G

e
w
erb

e
ord

n
u
n
g
sa
¨

n
d
er
u
n
g
s‑

g
esetz

v
o
m2
4.

8.
2
00
2

B
G
Bl.

I
S.
3
41
2

）
に
よ
り
削
除
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
商
業
使
用
人
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
わ
ず
か
で
断
片
的
な
も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
残
っ
て
い
る
規
定
の
中
に
も

一
九
九
〇
年
ド
イ
ツ
統
一
に
よ
り
新
た
に
加
わ
っ
た
旧
東
ド
イ
ツ
の
州
に
は
、
適
用
さ
れ
な
い
も
の
も
あ
り
、
ま
た
存
在
意
義
を
失

っ
た
も
の
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
制
限
さ
れ
た
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
今
日
、
商
業
使
用
人
規
定
に
つ
い
て
強
い
意
義
は
失
わ
れ

た
と
解
さ
れ
て
い
る

）
。
こ
の
こ
と
は
基
本
書
を
見
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
基
本
書
の
約
半
数
ほ
ど
が
現
在H

a
n
dlu

n
gsg

e
hilfe

と

い
う
文
言
を
目
次
で
扱
っ
て
い
な
い

）
。
更
に
事
項
索
引
に
さ
えH

a
n
dlu

n
gsg

e
hilfe

が
載
っ
て
い
な
い
も
の
も
あ
る

）
。
事
項
索
引

で
か
ろ
う
じ
て
扱
わ
れ
て
い
る
も
の
に
関
し
て
も
歴
史
上
の
偶
然
で
商
法
に
規
定
さ
れ
た
が
、
現
在
で
は
労
働
法
に
分
類
さ
れ
て
お

り
、
商
人
の
特
別
な
法
で
は
な
い
と
い
う
記
述

）
や
、
代
理
商
や
商
業
代
理
人
等
と
の
関
係
で
若
干
の
記
述

）が
な
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ

な
い
。

現
在
、
残
っ
て
い
る
条
文
の
中
で
重
要
な
も
の
は
競
業
避
止
義
務
で
あ
る

）
。
競
業
避
止
義
務
に
は
、
ド
イ
ツ
法
で
は
雇
用
関
係
中

の
義
務
と
し
て
法
律
上
の
競
業
避
止
義
務
（
六
〇
、
六
一
条
）
と
退
職
後
の
も
の
と
し
て
契
約
上
の
競
業
避
止
義
務
の
規
定
（
七
四

条
以
下）
）
が
あ
る
。
退
職
後
の
競
業
避
止
義
務
で
あ
る
七
四
条
以
下
に
つ
い
て
は
、
連
邦
労
働
裁
判
所
（

B
A
G）
の
判
例
上

）
す
べ

て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
た
が
、
二
〇
〇
三
年
一
月
一
日
よ
り
営
業
法
（G

e
w
erb

e
ord

n
u
n
g

）
一
一
〇

条
二
文
に
よ
り
商
法
七
四
条
以
下
が
す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
が
明
文
で
規
定
さ
れ
た

）
。
競
業
避
止
義
務
に
つ
い
て
は
、

雇
用
契
約
中
よ
り
も
退
職
後
の
方
が
問
題
と
な
る
こ
と
が
多
い
が

）
、
わ
が
国
の
商
業
使
用
人
規
定
に
は
退
職
後
の
競
業
避
止
義
務
に

関
す
る
規
定
が
な
い
た
め
、
本
論
文
で
は
、
こ
れ
以
上
立
ち
入
ら
な
い
。
以
下
で
は
雇
用
関
係
中
の
競
業
避
止
義
務
に
つ
き
見
て
お

く
こ
と
と
す
る
。
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商
法
六
〇
条
一
項

D
er

H
a
n
dlu

n
g
s
g
e
hilfe

d
arf

o
h
n
e
Ein

w
illig

u
n
g
d
es

P
rin

zip
als

w
e
d
er

ein
H
a
n
dlu

n
g
s
g
e
w
erb

e
b
etreib

e
n
n
oc

h
in

d
e
m

H
a
n
d
elsz

w
eig

e
d
es

P
rin

zip
als

fu
¨

r
eig

e
n
e
o
d
er

fre
m
d
e
R
ec

h
n
u
n
g
G
esc

h
a
¨
fte

m
ac

h
e
n.

商
業
使
用
人
は
、
営
業
主
の
許
諾
な
く
し
て
商
業
を
営
む
こ
と
も
自
己
又
は
他
の
者
の
計
算
に
お
い
て
営
業
主
の
営
業
の
部
類
に
属
す
る

取
引
を
な
す
こ
と
も
し
て
は
な
ら
な
い
。

商
法
六
〇
条
一
項
で
は
、
営
業
禁
止
義
務
と
競
業
避
止
義
務
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
前
者
の
営
業
禁
止
義
務
に
関
し
て
は
、
連
邦

労
働
裁
判
所
（

B
A
G）
は
、
憲
法
（

G
G）
一
二
条
の
職
業
選
択
の
自
由
（B

er
ufsfreih

eit

）
に
違
反
す
る
疑
い
が
あ
る
と
し
て
、

大
幅
に
制
限
し
て
解
釈
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
営
業
主
の
承
諾
な
く
商
業
を
営
む
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
る
の
は
、
営
業
主
を
侵
害
す

る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
、
つ
ま
り
商
業
使
用
人
が
営
業
主
の
営
業
の
部
類
に
属
す
る
商
業
を
営
み
そ
れ
に
よ
っ
て
商
業
使
用
人
と
営

業
主
が
競
争
関
係
に
た
つ
場
合
に
限
ら
れ
る
と
す
る

）
。

後
者
の
競
業
避
止
義
務
に
関
し
て
は
、
適
用
さ
れ
る
人
的
範
囲
が
問
題
と
な
る
。
条
文
の
文
言
上
か
ら
は
、
商
業
使
用
人
に
の
み

適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
商
法
六
〇
条
は
、
そ
の
基
礎
を
労
働
者
の
誠
実
義
務
（T

re
u
pflic

ht

）
に
置
く
も
の
で

あ
っ
て
、
連
邦
労
働
裁
判
所
は
、
す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
も
の
と
認
め
て
お
り

）
、
学
説
も
そ
の
よ
う
に
解
し
て
い
る

）
。

競
業
避
止
義
務
が
商
業
使
用
人
規
定
の
中
で
も
重
要
な
の
は
、
こ
の
よ
う
に
明
文
上
あ
る
い
は
判
例
上
（
解
釈
上
）
す
べ
て
の
労

働
者
に
適
用
さ
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
商
業
使
用
人
に
本
質
的
な
特
別
規
定
は
、
も
は
や
存
在
し
な
い
と
言
わ
れ
て
い

る
）。
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五

日
本
商
法
と
の
比
較

ロ
エ
ス
レ
ル
は
、
商
法
草
案
の
緒
言
で
そ
の
構
成
と
し
て
商
人
と
商
業
取
引
の
二
巻
に
分
け
、
商
人
の
巻
に
い
れ
る
も
の
と
し
て

第
四
に
商
人
の
使
用
人
即
ち
総
理
代
人
、
部
理
代
人
及
び
商
業
使
用
人
を
あ
げ
て
い
る

）
。
原
文
で
は
、
総
理
代
人
がP

roc
uriste

n

、

部
理
代
人
がB

e
v
oll

m
äc
htigte

、
商
業
使
用
人
がH

a
n
dlu

n
gsg

e
h
ülfe

n

で
）

あ
る
。
こ
れ
は
、
同
じ
と
こ
ろ
に
い
れ
る
か
ど
う

か
は
別
と
し
て
も
ド
イ
ツ
と
同
じ
で
あ
り
、
ロ
エ
ス
レ
ル
も
ド
イ
ツ
と
同
じ
主
義
を
と
っ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し

な
が
ら
実
際
の
題
号
は

代
理
人
及
商
業
使
用
人

（Vo
n
P
roc

u
riste

n
u
n
d
H
a
n
dlu

n
g
s
g
e
h
u
¨
lfe

n

）
と
な
っ
て
お
り
、
部
理
代

人
が
抜
け
て
い
る
。

商
業
使
用
人
の
最
初
の
規
定
で
あ
る
五
二
条
に
お
い
て
ロ
エ
ス
レ
ル
は

伊
斯
波
仁
亜
商
法
第
百
八
十
七
条
及
ヒ
第
百
八
十
八
条

ニ
ハ
支
配
者
又
ハ
手
代
ニ
対
ス
ル
別
段
ノ
委
任
規
則
ヲ
掲
ク
レ
ト
モ
之
レ
過
度
ノ
注
意
ト
云
フ
ヘ
シ
又
独
逸
商
法
第
四
十
七
条
及
ヒ

第
五
十
八
条
ニ
モ
商
業
使
用
人
ト
商
業
部
理
代
人
ト
ノ
間
ニ
区
別
シ
テ
以
テ
商
業
使
用
人
ハ
元
来
主
人
ノ
為
メ
ニ
取
引
ヲ
執
行
ス
ル

ノ
権
利
ナ
シ
其
之
レ
ヲ
為
シ
得
ヘ
キ
為
メ
ニ
ハ
別
段
ノ
命
令
ヲ
受
ク
ヘ
シ
而
シ
テ
此
命
令
ハ
即
チ
委
任
ニ
殊
ナ
ラ
ス
ト
為
セ
ト
モ
又

斉
シ
ク
過
度
ノ
煩
則
ト
云
フ
ヘ
シ
之
ニ
反
シ
テ
独
逸
ノ
法
律
学
上
ニ
於
テ
ハ
商
業
使
用
人
及
ヒ
商
業
部
理
代
人
ハ
同
一
ノ
人
タ
リ
又

実
際
取
引
ノ
執
行
ヲ
委
託
シ
タ
ル
ニ
付
テ
ハ
併
セ
テ
取
引
全
権
ヲ
モ
委
付
シ
タ
ル
コ
ト
ヲ
認
定
セ
リ
之
レ
即
チ
此
草
案
ノ
憑
拠
ト
ス

ル
所
ニ
シ
テ
又
実
際
ノ
成
事
ナ
リ

と
述
べ
て
い
る

）
。
ロ
エ
ス
レ
ル
は
、
そ
の
参
考
と
す
る
ス
ペ
イ
ン
法
も
ド
イ
ツ
法
も
過
度
の
規

定
が
な
さ
れ
て
い
る
と
す
る
。
ド
イ
ツ
法
に
お
い
て
商
業
使
用
人
と
商
業
代
理
人
は
、
条
文
上
区
別
さ
れ
て
い
る
が
、
学
説
上
も
実

際
上
も
商
業
使
用
人
は
商
業
代
理
人
と
同
一
人
物
で
あ
る
か
ら
こ
の
草
案
に
お
い
て
も
一
体
と
し
て
規
定
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ

う
か
。
た
だ
し
こ
こ
で
い
う
商
業
代
理
人
と
は
、
原
文
で
はB

e
v
oll

m
äc
htigte

に
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
一
体
と
し
た
の

は
、
商
業
使
用
人
とB

e
v
oll

m
äc
htigte

だ
け
で
あ
っ
て
支
配
人
は
別
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
題
号
か
ら
部
理
代
人
だ
け
が
な
く
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な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
題
号
で
代
理
人
が
先
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
ド
イ
ツ
法
の
規
定
の
順
番
と
同
じ
で
あ
る
。
競
業
避
止
義

務
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
支
配
人
の
規
定
で
あ
る
第
五
一
条
に
で
て
く
る
。

五
一
条

代
理
人
ハ
自
己
ノ
計
算
ニ
テ
モ
又
ハ
他
人
ノ
計
算
ニ
テ
モ
商
業
ヲ
営
ム
コ
ト
ヲ
得
ス
若
シ
此
規
則
ニ
背
キ
タ
ル
ト
キ
ハ
第
六
十
四

条
ニ
規
定
シ
タ
ル
結
果
ノ
外
主
人
ノ
望
ニ
従
ヒ
其
既
ニ
為
シ
タ
ル
商
業
取
引
ヲ
主
人
ノ
計
算
ニ
振
リ
替
ヘ
且
ツ
損
害
ヲ
起
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
之

ヲ
補
償
セ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス

A
rt.5

1.
Ein

P
roc

u
rist

d
arf

w
e
d
er

fu
¨

r
eig

e
n
e
R
ec

h
n
u
n
g
n
oc

h
fu
¨

r
R
ec

h
n
u
n
g
dritter

P
erso

n
e
n
H
a
n
d
el

treib
e
n,

u
n
d

m
u
ss,

w
e
n
n
er

diese
V
orsc

h
rift

u
¨

b
ertritt,

dieso
a
b
g
esc

hlosse
n
e
n
H
a
n
d
els

g
esc

h
a
¨
fte

a
uf

V
erla

n
g
e
n
d
es

P
rin

cip
als

fu
¨

r
d
esse

n
R
ec

h
n
u
n
g
g
elte

n
lasse

n
u
n
d
et

w
aig

e
n
S
c
h
a
d
e
n
ersetze

n,
a
b
g
ese

h
e
n
v
o
n
d
er

w
eitere

n
in

A
rtik

el64
v
erord

n
ete

n
F
olg

e.

こ
の
規
定
は
、
い
わ
ゆ
る
営
業
禁
止
義
務
で
あ
る
。

営
業
主
の
許
諾
な
し
に

（oh
n
e
Ein

w
illig

u
n
g
d
es

P
rin

zip
als

）
と

い
う
文
言
が
入
っ
て
い
な
い
分
、
ド
イ
ツ
法
よ
り
も
厳
し
い
規
定
に
な
っ
て
い
る
。
ロ
エ
ス
レ
ル
は
、
こ
の
規
定
を
置
い
た
理
由
に

つ
き

代
理
者
カ
主
人
ニ
対
シ
テ
有
ス
ル
代
理
権
ノ
宏
大
無
限
ナ
ル
所
ニ
在
ル

と
説
明
し
て
い
る
。
つ
ま
り
代
理
権
に
基
づ
く
義

務
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
商
業
使
用
人
に
関
し
て
も
五
八
条
に
お
い
て
五
一
条
の
規
定
が
準
用
さ
れ
て
お
り
、
現
在
と

異
な
り
、
支
配
人
だ
け
で
な
く
そ
の
他
の
商
業
使
用
人
に
も
営
業
禁
止
義
務
が
課
さ
れ
て
い
る
。

五
八
条

第
四
十
六
条
第
二
項
及
ヒ
第
四
十
九
条
第
五
十
条
第
五
十
一
条
ニ
定
メ
タ
ル
規
則
ハ
商
業
使
用
人
ニ
モ
亦
準
用
ス
ヘ
シ
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こ
の
規
定
に
つ
き
ロ
エ
ス
レ
ル
は
、

本
条
ニ
掲
出
ス
ル
諸
規
則
ヲ
商
業
使
用
人
ニ
モ
準
用
ス
ヘ
シ
ト
云
フ
ノ
原
因
ハ
凡
ソ
此
諸

規
則
ハ
総
テ
代
理
主
義
ノ
流
出

し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
と
説
明
し
て
い
る
。
こ
の
義
務
は
、
現
在
ド
イ
ツ
法
で
は
、
内
部
関
係
に

関
す
る
も
の
で
あ
っ
て
代
理
権
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
い
と
解
さ
れ
て
い
る
が
、
ロ
エ
ス
レ
ル
は
、
代
理
権
に
基
づ
く
も
の
と
と
ら

え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
商
業
使
用
人
規
定
は
、
ロ
エ
ス
レ
ル
の
意
図
に
よ
れ
ば
四
三
条
か
ら
五
一
条
ま
で
が
支
配
人
の

代
理
権
に
関
す
る
規
定
、
五
二
条
か
ら
五
八
条
が
そ
の
他
の
商
業
使
用
人
の
代
理
権
に
関
す
る
規
定
、
そ
し
て
五
九
条
か
ら
六
六
条

が
商
業
使
用
人
の
雇
用
契
約
に
基
づ
く
規
定
つ
ま
り
内
部
関
係
の
規
定
と
い
う
三
部
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ

う
に
ロ
エ
ス
レ
ル
が
ド
イ
ツ
普
通
商
法
典
の
考
え
方
や
構
成
に
大
い
に
影
響
を
う
け
た
こ
と
が
伺
わ
れ
る
。

雇
用
契
約
（Die

n
stv

ertra
g

）
に
基
づ
く
規
定
が
は
じ
ま
る
五
九
条
に
お
い
て
ロ
エ
ス
レ
ル
は

雇
入
契
約
ノ
原
則
ハ
民
法
ニ
記

載
セ
ル
モ
ノ
ヲ
以
テ
商
業
使
用
人
ニ
モ
亦
適
用
ス
ヘ
シ
ト
云
フ
コ
ト
ヲ
以
テ
セ
リ
但
シ
之
ニ
関
ス
ル
不
確
ノ
廉
ヲ
避
ケ
且
ツ
或
ル
点

ニ
就
テ
商
業
上
ノ
需
求
ニ
応
セ
ン
カ
為
メ
尚
ホ
別
段
ノ
規
則
数
件
ヲ
附
加
シ
タ
リ

）

と
述
べ
て
民
法
の
雇
用
契
約
が
原
則
と
し
て
適

用
さ
れ
る
が
、
労
働
関
係
に
関
す
る
商
業
使
用
人
固
有
の
規
定
を
お
い
た
旨
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
若
干
気
に
な
る
の
は
、

五
九
条
の
説
明
に
お
い
て

商
業
使
用
人
及
ヒ
代
理
人
ハ
必
ス
シ
モ
主
人
ノ
雇
人
ニ
限
ル
コ
ト
ナ
ク
シ
テ
或
ハ
主
人
ニ
対
シ
他
ノ
関

係
ヲ
有
ス
ル
者
ナ
ル
コ
ト
ア
リ
則
チ
重
モ
ニ
家
属
或
ハ
妻
子
ニ
シ
テ
主
人
ノ
営
業
ヲ
扶
助
ス
ル
者
ノ
如
キ
是
ナ
リ

と
説
明
し
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
商
業
使
用
人
の
原
文
は
確
か
にH

a
n
dlu

n
gsg

e
h
ülfe

n

な
の
で
あ
る
が
、
こ
の
説
明
は
、
通
常

P
ro

k
urist

とH
a
n
dlu

n
gsb

e
v
oll

m
äc
htigte

に
使
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
ロ
エ
ス
レ
ル
は
、
商
業
使
用
人
と
商
業
代
理
人
を

混
同
し
て
書
い
て
い
る
ふ
し
が
あ
る
。
こ
れ
ら
雇
用
契
約
に
基
づ
く
規
定
は
、
旧
商
法
典
（
明
治
二
三
年
）
に
お
い
て
も
権
利
の
縮

減
は
な
さ
れ
た
が

）
条
文
数
は
維
持
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
明
治
三
二
年
商
法
典
で
は
、
民
法
と
重
複
し
、
か
つ
慣
習
に
よ
る
べ
き
と
こ

ろ
は
こ
と
ご
と
く
削
除
さ
れ

）
、
雇
用
に
関
す
る
部
分
の
条
文
は
、
平
成
一
七
年
商
法
改
正
前
の
雇
用
関
係
に
民
法
を
適
用
す
る
と
い

う
条
文
の
み
残
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
そ
れ
が
妥
当
か
ど
う
か
は
さ
て
お
き
、
ロ
エ
ス
レ
ル
の
考
え
に

法学研究 82 巻 12 号（2009 : 12）

390



よ
れ
ば
、
競
業
避
止
義
務
は
代
理
権
に
基
づ
く
も
の
と
解
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
我
が
国
に
お
い
て
は
す
で
に
明
治
三
二
年
商

法
典
の
段
階
で
商
業
使
用
人
に
関
す
る
規
定
は
雇
用
関
係
に
民
法
の
規
定
を
適
用
す
る
と
い
う
一
カ
条
に
な
っ
て
い
た
た
め
、
ド
イ

ツ
法
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
商
業
使
用
人
の
規
定
は
労
働
法
の
性
質
を
有
す
る
も
の
で
あ
り
、
商
法
か
ら
な
く
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う

考
え
は
す
で
に
達
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
ド
イ
ツ
法
の
注
釈
書
の
中
に
は
、
第
六
章
商
業
使
用
人
及
び
商
業
見
習
い
の
参
考

文
献
を
労
働
法
の
文
献
と
商
業
使
用
人
法
の
文
献
に
分
け
て
労
働
法
の
文
献
か
ら
先
に
書
い
て
い
る
ほ
ど

）
、
労
働
法
に
つ
い
て
意
識

せ
ざ
る
を
得
な
い
の
は
、
条
文
が
漸
次
削
除
さ
れ
断
片
的
に
な
っ
た
と
は
い
え
、
未
だ
商
業
使
用
人
つ
ま
り
内
部
関
係
の
規
定
が
商

法
典
に
多
く
残
っ
て
い
る
こ
と
と
密
接
に
関
係
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
翻
っ
て
わ
が
国
で
は
、
昭
和
一
三
年
商
法
改
正
時
に

お
い
て
、
是
非
と
も
商
法
に
規
定
す
べ
き
は
商
業
代
理
の
問
題
で
あ
っ
て
商
業
使
用
人
の
問
題
は
必
ず
し
も
商
法
に
規
定
す
る
を
要

せ
ず
、
む
し
ろ
商
店
法
又
は
民
法
等
に
譲
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
か
ら
主
人
と
商
業
使
用
人
と
の
間
の
内
部
関
係
の
規

定
は
別
に
一
纏
め
に
す
る
か
又
は
商
法
よ
り
除
い
た
方
が
よ
い
と
す
る
見
解

）
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
よ
う
な
検
討
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
。

こ
れ
は
題
号
こ
そ
商
業
使
用
人
で
あ
る
が
、
規
定
の
殆
ど
が
営
業
上
の
代
理
権
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
労
働
法
に
移
す
必
要

性
が
実
際
上
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。

ロ
エ
ス
レ
ル
の
考
え
と
異
な
り
、
競
業
避
止
義
務
は
現
在
、
代
理
権
に
基
づ
く
規
定
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
商
業
使
用

人
本
来
の
規
定
は
、
こ
の
一
カ
条
だ
け
残
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
わ
が
国
で
は
、
競
業
避
止
義
務
に
関
し
、
二
つ
の
こ
と
が
問
題

と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
ず
第
一
に
、
他
の
競
業
避
止
義
務
と
の
バ
ラ
ン
ス
で
あ
る
。
つ
ま
り
取
締
役
の
競
業
避
止
義
務
等
と
比
較

す
る
と
支
配
人
の
競
業
避
止
義
務
が
営
業
禁
止
も
含
ま
れ
て
い
る
た
め
厳
し
す
ぎ
て
バ
ラ
ン
ス
を
欠
く
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の

点
に
つ
い
て
は
、
平
成
一
七
年
商
法
改
正
の
要
綱
試
案
（
平
成
一
五
年
一
〇
月
二
二
日
）
第
二
部

総
則
関
係

3
使
用
人
（
2
）
会

社
の
支
配
人
の
競
業
避
止
義
務
等
に
お
い
て

会
社
の
支
配
人
に
つ
い
て
、
営
業
主
の
許
諾
が
な
け
れ
ば
、
み
ず
か
ら
営
業
を
行
う

こ
と
や
、
会
社
の
無
限
責
任
社
員
や
取
締
役
等
と
な
る
こ
と
を
禁
止
す
る
規
制
を
見
直
し
、
取
締
役
と
同
様
の
競
業
避
止
義
務
の
み
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を
負
う
も
の
と
す
る
こ
と
の
当
否
等
に
つ
い
て
は
、
な
お
検
討
す
る

と
さ
れ
た
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
は
、
お
し
な
べ
て
賛

成
意
見
が
多
か
っ
た

）
。
法
制
審
議
会
会
社
法
（
現
代
化
関
係
）
部
会
第
一
二
回
会
議

）
で
は
、
職
務
専
念
義
務
を
課
す
、
会
社
法
上
の

取
締
役
と
同
じ
ル
ー
ル
に
す
る
、
契
約
に
任
す
、
こ
の
三
つ
の
選
択
肢
が
あ
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
の
他
は
、
積

極
的
な
賛
成
意
見
が
み
ら
れ
な
か
っ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
後
の
第
二
〇
回
会
議

）
に
お
い
て
事
務
局
か
ら
支
配
人
と
会
社
に
お
け
る
役
員

と
は
責
任
等
の
面
で
違
い
が
あ
る
な
ど
の
理
由
で
、
格
別
の
取
り
扱
い
の
変
更
を
し
な
い
と
い
う
提
案
が
あ
り
、
そ
れ
が
受
け
入
れ

ら
れ
た

）
。
営
業
禁
止
義
務
に
関
し
て
は
、
ド
イ
ツ
で
も
同
様
の
規
定
が
あ
る
が
、
上
述
し
た
よ
う
に
連
邦
労
働
裁
判
所
に
よ
り
憲
法

一
二
条
（
職
業
選
択
の
自
由
）
に
違
反
す
る
疑
い
が
あ
る
と
し
て
大
幅
に
制
限
さ
れ
て
お
り
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
そ
の
範
囲
に
つ

き
も
う
一
度
検
討
す
る
余
地
が
あ
る
。

次
に
支
配
人
に
つ
い
て
の
み
競
業
避
止
義
務
の
規
定
が
あ
る
た
め
、
商
法
二
五
条
、
会
社
法
一
四
条
の
商
業
使
用
人
に
関
し
て
は

ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
、
つ
ま
り
支
配
人
の
規
定
を
類
推
適
用
す
る
の
か
否
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
ロ
エ
ス

レ
ル
草
案
で
は
、
支
配
人
と
そ
の
他
の
商
業
使
用
人
の
両
者
に
つ
き
同
じ
競
業
避
止
義
務
が
課
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
明
治
三
二

年
商
法
典
制
定
の
議
論
の
中
で
そ
の
他
の
商
業
使
用
人
に
つ
い
て
は
競
業
避
止
義
務
の
規
定
が
意
図
的
に
削
除
さ
れ
て
し
ま
っ
た
経

緯
が
あ
る

）
。
現
在
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
支
配
人
の
競
業
避
止
義
務
の
規
定
を
あ
る
程
度
、
類
推
適
用
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
見

解
）が

あ
る
。
ま
た
こ
れ
ら
の
使
用
人
は
支
配
人
と
比
べ
て
権
限
の
範
囲
が
狭
い
こ
と
に
か
ん
が
み
、
代
理
商
の
競
業
禁
止
に
関
す
る

規
定
を
類
推
適
用
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
い
う
見
解

）
も
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
一
般
に
使
用
人
は
雇
用
契
約
上
の
付
随
義
務
で
あ

る
誠
実
義
務
の
一
環
と
し
て
使
用
者
に
対
し
て
競
業
避
止
義
務
を
負
担
し
て
い
る
と
解
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
競
業
禁
止
の
範
囲
は
そ

れ
ぞ
れ
の
雇
用
関
係
ご
と
に
異
な
り
得
る
た
め
、
雇
用
契
約
関
係
に
基
づ
く
義
務
と
捉
え
れ
ば
足
り
、
禁
止
範
囲
が
定
型
化
さ
れ
て

い
る
支
配
人
や
代
理
商
の
競
業
禁
止
規
定
を
そ
の
ま
ま
類
推
適
用
す
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
見
解

）
が
あ
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
い
ず

れ
の
見
解
も
何
ら
か
の
競
業
避
止
義
務
を
負
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
わ
が
国
の
民
法
で
は
、
競
業
避
止
義
務
も
、

法学研究 82 巻 12 号（2009 : 12）

392



広
い
意
味
で
は
労
務
者
の
誠
実
義
務
の
一
種
で
あ
り
、
支
配
人
等
の
競
業
避
止
義
務
の
趣
旨
を
雇
用
に
お
け
る
労
務
者
一
般
に
も
広

く
類
推
さ
れ
る
べ
き
と
い
う
見
解

）
が
あ
る
。
ま
た
労
働
法
に
お
い
て
も
労
働
契
約
関
係
に
お
い
て
誠
実
義
務
に
基
づ
く
付
随
的
義
務

と
し
て
競
業
避
止
義
務
が
肯
定
さ
れ
て
い
る

）
。
つ
ま
り
ド
イ
ツ
に
お
け
る
の
と
同
じ
考
え
方
に
た
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
商

法
だ
け
が
隔
絶
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
は
ド
イ
ツ
商
法
に
お
け
る
商
業
使
用
人
の
規
定
が
他
の
労
働
者
に
も
適
用
さ
れ
る
点

で
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
と
大
き
な
違
い
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
違
い
が
生
じ
た
原
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
わ
が
国

の
商
業
使
用
人
規
定
が
商
業
使
用
人
と
商
業
代
理
人
を
一
体
と
し
て
商
業
使
用
人
と
し
て
規
定
し
た
こ
と
に
よ
り
、
商
業
使
用
人
の

意
義
に
雇
用
関
係
を
要
す
る
か
否
か
説
が
分
か
れ
て
い
る
こ
と
や
、
明
治
三
二
年
商
法
典
制
定
時
に
支
配
人
の
み
に
競
業
避
止
義
務

が
認
め
ら
れ
、
そ
れ
が
取
締
役
等
の
も
の
と
は
異
な
り
営
業
禁
止
も
含
む
広
い
範
囲
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
以
上
み

て
き
た
よ
う
に
競
業
避
止
義
務
に
つ
い
て
は
物
的
・
人
的
範
囲
そ
し
て
商
業
使
用
人
規
定
に
明
文
と
し
て
置
く
か
否
か
と
い
っ
た
こ

と
を
取
締
役
等
、
他
に
お
け
る
競
業
避
止
義
務
の
規
定
と
あ
わ
せ
て
横
断
的
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る

）
。

商
業
使
用
人
規
定
の
行
方
を
考
え
る
と
き
に
競
業
避
止
義
務
の
他
、
考
え
る
べ
き
は
題
号
で
あ
る
。
規
定
の
殆
ど
が
営
業
上
の
代

理
権
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
題
号
は
商
業
使
用
人
の
ま
ま
で
あ
る
。
特
に
平
成
一
七
年
商
法
改
正
に
よ
り
会
社

法
で
は
、

会
社
の
使
用
人

と
い
う
題
号
に
な
っ
た
た
め
、
更
に
題
号
と
中
身
の
乖
離
が
進
ん
で
い
る
。
ロ
エ
ス
レ
ル
は
、
わ
が

国
の
商
業
使
用
人
の
規
定
を
つ
く
る
に
あ
た
り
、
営
業
上
の
代
理
権
を
有
す
る
が
雇
用
関
係
の
な
い
者
も
含
ん
で
考
え
て
い
た
の
に

対
し
、
明
治
三
二
年
商
法
典
の
起
草
者
で
あ
る
岡
野
敬
次
郎
は
、
雇
用
関
係
が
あ
る
こ
と
を
前
提
に
代
理
権
が
与
え
ら
れ
て
い
る
の

か
否
か
、
与
え
ら
れ
て
い
る
と
し
た
ら
ど
の
範
囲
で
か
と
い
う
考
え
方
を
し
て
い
た
ふ
し
が
あ
る

）
。
わ
が
国
の
商
業
使
用
人
の
意
義

に
雇
用
関
係
を
必
要
と
す
る
見
解
は
、
ま
ず
営
業
主
の
下
で
働
い
て
い
る
者
を
前
提
に
、
そ
の
者
に
ど
の
よ
う
な
権
利
義
務
を
与
え

る
の
か
と
い
う
考
え
方
を
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

会
社
の
使
用
人

と
い
う
題
号
も
そ
の
よ
う
な
考
え
方
に
よ
る
も
の
と

推
測
さ
れ
る
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
わ
が
国
に
お
い
て
商
業
使
用
人
と
商
業
代
理
人
の
規
定
を
完
全
に
分
け
る
と
い
う
の
は
難
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し
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

も
し
題
号
を
商
業
代
理
人
に
変
え
る
と
す
る
と
、
商
業
代
理
人
と
い
う
言
葉
は
、
企
業
の
補
助
者
で
あ
り
な
が
ら
独
立
の
商
人
で

あ
る
も
の
（
企
業
外
補
助
者
）
を
当
然
に
は
排
除
し
な
い
か
ら
、
商
業
使
用
人
と
い
う
言
葉
を
商
業
代
理
人
に
置
き
換
え
る
だ
け
で

は
正
確
で
な
い
と
い
う
指
摘
が
あ
る

）
。
ド
イ
ツ

）
に
お
い
て
も
わ
が
国
に
お
い
て
も
商
業
使
用
人
と
代
理
商
は
、
非
独
立
の
補
助
者
と

独
立
の
補
助
者
と
し
て
区
別
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
体
系
自
体
が
時
代
遅
れ
で
あ
る
と
い
う
主
張
が
ド
イ
ツ
で
な
さ
れ
て
い
る

）
。
代
理

商
は
、
今
日
、
い
わ
ば
労
働
者
の
身
分
の
な
い
商
業
使
用
人
の
法
な
の
で
は
な
く
、
現
代
の
販
売
組
織
法
の
た
め
に
形
成
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
と
い
う

）
。
こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
商
業
使
用
人
規
定
の
行
方
を
考
え
る
に
は
、
代
理
商
と
の
関
係
も
考
え
な
く
て
は

な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
平
成
一
七
年
商
法
改
正
時
に
会
社
法
に
内
部
充
足
的
な
規
定
と
し
て
商
業
使
用
人

と
代
理
商
の
規
定
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
が
、
そ
れ
が
適
切
で
あ
っ
た
の
か
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

六

お
わ
り
に

本
稿
で
は
商
業
使
用
人
規
定
の
行
方
を
ド
イ
ツ
商
法
と
比
較
し
な
が
ら
考
察
し
て
き
た
。
ド
イ
ツ
で
は
、
現
行
商
法
に
お
い
て
営

業
主
と
商
業
使
用
人
の
内
部
関
係
と
第
三
者
と
の
関
係
で
あ
る
外
部
関
係
が
規
定
上
完
全
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
当

時
の
ド
イ
ツ
法
を
参
考
と
し
た
ロ
エ
ス
レ
ル
は
、
ド
イ
ツ
普
通
商
法
典
の
影
響
を
大
き
く
受
け
て
お
り
、
完
全
に
分
け
た
形
で
は
規

定
を
作
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
商
業
使
用
人
と
商
業
代
理
人
の
規
定
を
一
体
と
し
て
定
め
、
競
業
避
止
義
務
に
関
し
て
も

代
理
権
に
基
づ
く
も
の
と
解
し
て
い
た
。
ド
イ
ツ
で
は
、
完
全
に
分
け
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
内
部
関
係
は
、
本
来
労
働
法
に

置
か
れ
る
べ
き
規
定
で
あ
る
と
し
て
、
漸
次
条
文
が
労
働
法
分
野
に
移
さ
れ
、
削
除
さ
れ
て
い
っ
た
が
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
明
治

三
二
年
商
法
典
制
定
時
に
労
働
法
に
置
か
れ
る
べ
き
規
定
が
殆
ど
削
除
さ
れ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
商
業
使
用
人
規
定
と
労
働
法
の
関
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係
に
つ
い
て
の
議
論
が
殆
ど
生
じ
な
か
っ
た
。

わ
が
国
で
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
競
業
避
止
義
務
に
関
す
る
物
的
・
人
的
範
囲
で
あ
る
。
物
的
範
囲
に
つ
い
て
は
、
ド
イ
ツ
法
の

解
釈
と
同
様
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
方
向
性
が
示
唆
さ
れ
る
。
人
的
範
囲
に
つ
い
て
は
、
わ
が
国
の
民

法
・
労
働
法
が
ド
イ
ツ
法
の
考
え
方
を
色
濃
く
反
映
し
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
や
は
り
明
治
三
二
年
商
法
典
制
定
に
お
け
る
議
論

の
中
で
支
配
人
の
み
に
変
更
さ
れ
て
し
ま
っ
た
た
め
に
わ
が
国
独
自
の
問
題
と
し
て
労
働
法
と
関
連
す
る
こ
と
な
く
論
じ
ら
れ
て
い

く
こ
と
に
な
っ
た
。
競
業
避
止
義
務
に
関
し
て
は
、
内
部
関
係
の
規
定
と
し
て
削
除
す
る
か
否
か
も
含
め
て
取
締
役
等
と
い
っ
た
他

の
規
定
と
横
断
的
に
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
そ
の
他
の
わ
が
国
特
有
の
問
題
と
し
て
は
、
題
号
が
あ
げ
ら

れ
る
。
営
業
上
の
代
理
権
に
関
す
る
規
定
が
殆
ど
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
題
号
が
商
業
使
用
人
の
ま
ま
で
あ
り
、
ま
た
平
成
一
七

年
商
法
改
正
に
よ
り
、
会
社
法
で
は
、
題
号
が

会
社
の
使
用
人

と
い
う
規
定
の
内
容
と
逆
行
す
る
か
の
よ
う
な
も
の
に
な
っ
た

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
立
法
者
が
商
業
使
用
人
規
定
に
関
し
て
雇
用
契
約
関
係
に
あ
る
者
を
前
提
と
し
て
い
る
も
の

と
思
わ
れ
、
こ
の
前
提
を
取
り
除
く
に
は
困
難
が
伴
う
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
ド
イ
ツ
で
主
張
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
内
部
関
係
と
外

部
関
係
を
は
っ
き
り
と
分
け
る
規
定
に
で
き
る
か
ど
う
か
は
疑
問
な
し
と
し
な
い
。

商
業
代
理
人
に
題
号
を
変
更
し
た
場
合
、
代
理
商
と
の
区
別
が
困
難
に
な
る
と
い
う
指
摘
が
あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
ド

イ
ツ
で
非
独
立
と
独
立
の
補
助
者
と
い
う
分
類
が
す
で
に
古
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
主
張
が
あ
り
、
代
理
商
も
含
め
て
規
定
の
体
系

を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、
商
業
使
用
人
の
規
定
に
重
心
を
置
い
て
規
定
の
行
方
を
考
え
る
こ
と
を
課
題
と
し
た
が
、
そ

の
際
、
ど
こ
が
問
題
と
な
る
の
か
、
ど
の
点
を
検
討
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
か
が
明
ら
か
に
な
っ
た
も
の
と
思
う
。

（
1
）

平
成
一
七
年
改
正
後
の
条
文
見
出
し
は
、
支
配
人
の
競
業
の
禁
止
と
な
っ
て
い
る
が
、
本
論
文
で
は
支
配
人
の
競
業
避
止
義
務
と
す

る
。
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（
2
）

例
え
ば
、
平
成
一
七
年
改
正
前
商
法
四
三
条
（
商
法
二
五
条
、
会
社
法
一
四
条
）
の
商
業
使
用
人
に
関
す
る
最
判
平
成
二
年
二
月
二

二
日
商
事
法
務
一
二
〇
九
号
四
九
頁
。

（
3
）

服
部
育
生

ド
イ
ツ
商
法
の
支
配
人
制
度

現
代
企
業
と
法

（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
一
九
九
一
年
）
九
五
頁
以
下
、
脇
阪
明
紀

支
配
人
│K

la
u
s
H
of

m
a
n
n.

D
er

P
ro

k
u
rist,

6
A
ufl.,

1
9
90

を
素
材
に
│

沖
縄
法
学
二
二
号
（
一
九
九
三
年
）
八
一
頁
以
下
、

吉
本
健
一

ド
イ
ツ
商
法
に
お
け
る
商
事
代
理
人
の
代
理
権

阪
大
法
学
四
五
巻
三
・
四
号
（
一
九
九
五
年
）
五
七
頁
以
下
、
南
保
勝
美

商
業
使
用
人
の
代
理
権

法
律
論
叢
七
八
巻
四
・
五
号
（
二
〇
〇
六
年
）
一
九
九
頁
以
下
。

（
4
）B

o
ec

k
e
n,

in:
E
b
e
n
roth/

B
o
ujo

n
g/
Jo
ost/

Stro
h
n,

H
a
n
d
els

g
esetz

b
u
c
h,

B
a
n
d
1,

2.
A
ufl.,

20
0
8,

§
59

R
d
n
r.

8‐
33;

K
otzia

n‐
M
ar
g
g
raf,

in:
O
e
ktor(

h
rs
g.),

K
o
m
m
e
ntar

z
u
m

H
a
n
d
els

g
esetz

b
u
c
h,
2
00
9,

§
5
9

R
d
n
r.4.

（
5
）K

oller,
in:

K
oller/

R
oth/

M
orc

k,
H
a
n
d
els

g
esetz

b
u
c
h,
6.

A
ufl.,

2
0
07,

§
59

R
d
n
r.
2.

（
6
）H

e
n
ssler,

in:
H
e
y
m
a
n
n,

H
a
n
d
els

g
esetz

b
u
c
h,

K
o
m
m
e
ntar,

2.
A
ufl.,

19
9
5,

§
5
9

R
d
n
r.
7;

v
o
n

H
o
y
nin‑

g
e
n‐

H
u
e
n
e,

in:
M
u
¨

n
c
h
e
n
er

K
o
m
m
e
ntar

z
u
m

H
a
n
d
els

g
esetz

b
u
c
h,

B
a
n
d1,

2.
A
ufl.,

2
0
0
5,

§
5
9

R
d
n
r.
5
9;

E
tzel,

in:
G
e
m
ein

sc
h
afts

k
o
m
m
e
ntar

z
u
m

H
a
n
d
els

g
esetz

b
u
c
h,
7.

A
ufl.,

20
07,

§
5
9

R
d
n
r.
1
4.

（
7
）v

o
n

H
o
y
nin

g
e
n‐

H
u
e
n
e,

a.
a.

O.
(
F
n.
6),

§5
9

R
d
n
r.
5
1;

C
h
risto

p
h

W
e
b
er,

in:
G
roß

k
o
m
m
e
ntar

z
u
m

H
a
n‑

d
els

g
esetz

b
u
c
h,

B
a
n
d2,

5
A
ufl.,

2
00
8,

§5
9

R
d
n
r.
11;

B
o
ec

k
e
n,

a.
a.

O.
(
F
n.
4),

§
5
9

R
d
n
r.
1
0.;

W
a
g
n
er

in:
R
o
¨

h
ric

ht/
G
raf

v
o
n

W
estp

h
ale

n,
H
a
n
d
els

g
esetz

b
u
c
h
K
o
m
m
e
ntar,

3.
A
ufl.,

2
0
0
8,

§
5
9

R
d
n
r.4.

（
8
）H

e
n
ssler,

a.
a.

O.
(
F
n.
6),

§
5
9

R
d
n
r.
2;

v
o
n
H
o
y
nin

g
e
n‐

H
u
e
n
e,

a.
a.

O.
(
F
n.
6),

§5
9

R
d
n
r.
52.

V
gl.

v
o
n
H
o
y
nin

g
e
n‐

H
u
e
n
e,

D
er

freie
M
itarb

eiter
i
m
S
ozialv

ersic
h
er
u
n
g
srec

ht,
B
B1
98
7,

S.
1
73
1
f.

（
9
）C

h
risto

p
h

W
e
b
er,

a.
a.

O.
(
F
n.
7),

§5
9

R
d
n
r.
11;

W
a
g
n
er,

a.
a.

O.
(
F
n.
7),

§
59

R
d
n
r.
4.

（
10
）H

e
n
ssler,

a.
a.

O.
(
F
n.
6),

§5
9

R
d
n
r.
6;

v
o
n

H
o
y
nin

g
e
n‐

H
u
e
n
e,

a.
a.
O.
(
F
n.
6),

§
5
9

R
d
n
r.
6
0;

K
otzia

n‐
M
ar
g
g
raf,

a.
a.

O.
(
F
n.
4),

§
6
0

R
d
n
r.
7;

R
uß,

in:
H
eid

erb
er
g
er

K
o
m
m
e
ntar

z
u
m

H
a
n
d
els

g
esetz

b
u
c
h,
7.

A
ufl.,

20
07,

§
5
9

R
d
n
r.
2;

H
o
pt,

in:
B
a
u
m
b
ac

h/
H
o
pt,

H
a
n
d
els

g
esetz

b
u
c
h,
3
3.

A
ufl.,

2
0
08,

§
59

R
d
n
r.
2
6.

（
11
）H

o
pt,

a.
a.

O.
(
F
n.
1
0),

§
5
9

R
d
n
r.
2
6;

v
o
n
H
o
y
nin

g
e
n‐

H
u
e
n
e,

a.
a.

O.
(
F
n.
6),

v
or§

59
R
d
n
r.
7.

（
12
）

一
九
九
八
年
商
法
改
正
で
商
人
規
定
は
大
幅
に
簡
略
化
さ
れ
た
。
商
法
一
条
一
項
で
は
、Istk

a
uf

m
a
n
n

と
い
う
見
出
し
で

こ
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の
法
律
に
お
い
て
商
人
と
は
商
業
を
営
む
者
で
あ
る

と
す
る
。

商
法
一
条
一
項

K
a
uf

m
a
n
n
i
m
Sin

n
e
dieses

G
esetz

b
u
c
h
s
ist,

w
er

ein
H
a
n
d
els

g
e
w
erb

e
b
etreibt.

（
13
）K

oller,
a.

a.
O.
(
F
n.
5),

§
59

R
d
n
r.
2;

W
a
g
n
er,

a.
a.

O.
(
F
n.
7),

§
5
9

R
d
n
r.
2
0.

（
14
）

商
法
一
条
二
項

H
a
n
d
els

g
e
w
erb

e
ist

je
d
er

G
e
w
erb

e
b
etrie

b,
es

sei
d
e
n
n,

d
ass

d
as

U
nter

n
e
h
m
e
n
n
ac

h
A
rt

o
d
er

U
m
fa
n
g
ein

e
n

in
k
a
uf

m
a
¨

n
nisc

h
er

W
eise

ein
g
eric

htete
n
G
esc

h
a
¨
ftsb

etrie
b
nic

ht
erford

ert.

（
15
）H

e
n
ssler,

a.
a.

O.
(
F
n.
6),

§
5
9

R
d
n
r.
2
6.

（
16
）v

o
n

H
o
y
nin

g
e
n‐

H
u
e
n
e,

a.
a.

O.
(
F
n.
6),

§
59

R
d
n
r.
6
3;

R
uß,

a.
a.

O.
(
F
n.
1
0),

§
5
9

R
d
n
r.
2;

H
o
pt,

a.
a.

O.

(
F
n.
10),

§
5
9

R
d
n
r.
2
8.

（
17
）H

e
n
ssler,

a.
a.

O.
(
F
n.
6),

§
5
9

R
d
n
r.
1
8.

（
18
）K

arste
n
S
c
h
m
idt,

H
a
n
d
elsrec

h
ct,

5.
A
ufl.,

1
9
99,

S.
4
9
9;

H
u
¨

b
n
er,

H
a
n
d
elsrec

ht,
5.

A
ufl.,

20
04,

S.
12
4;

H
art

m
a
n
n,

H
a
n
d
elsrec

ht,
1.

A
ufl.,

2
0
0
8,

S.
1
6
3.

こ
の
分
け
方
は
誤
解
を
招
き
や
す
い
と
す
る
も
の
にv

o
n

H
o
y
nin‑

g
e
n‐

H
u
e
n
e,

a.
a.

O.
(
F
n.
6),

v
or§

59
R
d
n
r.6.

（
19
）E

nt
w
u
rf

ein
es

H
a
n
d
els

g
esetz

b
u
c
h
s
fu
¨

r
die

P
re

u
ssisc

h
e
n
Sta

ate
n,

erster
T
h
eil,1

8
5
7
=

L
utz,

P
roto

k
olle

d
er

K
o
m
m
issio

n
z
u
r
B
erath

u
n
g
ein

es
allg

e
m
ein

e
n
D
e
utsc

h
e
n
H
a
n
d
els

g
esetz

b
u
c
h
es,

B
eila

g
e
n
b
a
n
d,
18
5
8,

S.
1
ff.

（
20
）H

a
h
n,

C
o
m
m
e
ntar

z
u
m

A
llg

e
m
ein

e
n
D
e
utsc

h
e
n
H
a
n
d
els

g
esetz

b
u
c
h
B
a
n
d1,

3.
A
ufl.,

18
7
8

Einleitu
n
g§
3.

（
21
）F

a
ktor

の
説
明
に
つ
い
て
は
、E

nt
w
u
rf

ein
es

H
a
n
d
els

g
esetz

b
u
c
h
s
fu
¨

r
die

P
re

u
ssisc

h
e
n

Staate
n,

Z
w
eiter

T
h
eil,

M
otiv

e1
8
57

S.2
6

参
照
。

（
22
）In

stitor

に
関
し
て
は
、
口
石
久
美
子

in
stitor

に
つ
い
て
の
一
考
察

国
家
学
会
雑
誌
一
〇
八
巻
五
・
六
号
（
一
九
九
五
年
）

二
一
七
頁
以
下
参
照
。

（
23
）K

arste
n
S
c
h
m
idt,

H
a
n
dlu

n
g
s
g
e
hilfe

n
rec

ht
u
n
d
H
a
n
d
els

g
esetz

b
u
c
h,

F
S
S
o
¨
lln

er,
20
0
0,

S.1
0
51

（
24
）H

a
h
n,

a.
a.

O.
(
F
n.
2
0),

V
orb

e
m.
§
1

v
or

A
rt.
41.
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（
25
）L

a
b
a
n
d,

D
ie

Stellv
ertretu

n
g

b
ei

d
e
m

A
bsc

hluß
v
o
n

R
ec

hts
g
esc

h
a
¨
fte

n
n
ac

h
d
e
m

allg
e
m.

D
e
utsc

h.
H
a
n
d
els

g
esetz

b
u
c
h,

Z
H
R1
0,

1
8
6
6,

S.
2
0
8.

（
26
）

W
e
n
dt,

in:
E
n
d
e
m
a
n
n(

h
rs
g.),

H
a
n
d
b
u
c
h
d
es

d
e
utsc

h
e
n
H
a
n
d
els‐,

S
e
e‐

u
n
d

W
ec

h
selrec

hts,
B
a
n
d1,

1
88
1,

S.
2
4
8;

H
a
h
n,

a.
a.

O.
(
F
n.
20),

V
orb

e
m.
§6

v
or

A
rt.
4
1.

（
27
）

ド
イ
ツ
普
通
商
法
典
五
八
条

D
er

H
a
n
dlu

n
g
s
g
e
h
u
¨
lfe

ist
nic

ht
er

m
a
¨
c
htigt,

R
ec

hts
g
esc

h
a
¨
fte

i
m

N
a
m
e
n
u
n
d
fu
¨

r
R
ec

h
n
u
n
g
d
es

P
rin

zip
als

v
orz

u
n
e
h
m
e
n.

W
ird

er
je
d
oc

h
v
o
m
d
e
m

P
rin

zip
al

z
u
R
ec

hts
g
esc

h
a
¨
fte

n
in

d
esse

n
H
a
n
d
els

g
e
w
erb

e
b
ea

uftra
gt,

so
fin

d
e
n
die

B
esti

m
m
u
n
g
e
n
u
¨

b
er

H
a
n
dlu

n
g
sb

e
v
oll

m
a
¨
c
htigte

A
n
w
e
n
d
u
n
g.

（
28
）K

arste
n
S
c
h
m
idt,

a.
a.

O.
(
F
n.
2
3),

S.
1
05
3.

（
29
）

ド
イ
ツ
普
通
商
法
典
五
六
条

Ein
P
ro

k
u
rist

o
d
er

ein
z
u
m

B
etrie

b
e
ein

es
g
a
n
ze

n
H
a
n
d
els

g
e
w
erb

es
b
estellter

H
a
n
dlu

n
g
sb

e
v
oll

m
a
¨
c
htigter

d
arf

o
h
n
e
Ein

w
illig

u
n
g
d
es

P
rin

zip
als

w
e
d
er

fu
¨

r
eig

e
n
e
R
ec

h
n
u
n
g,

n
oc

h
fu
¨

r
R
ec

h
n
u
n
g
ein

es
D
ritte

n
H
a
n
d
els‑

g
esc

h
a
¨
fte

m
ac

h
e
n.

ド
イ
ツ
普
通
商
法
典
五
九
条
一
項

Ein
H
a
n
dlu

n
g
s
g
e
hilfe

d
arf

o
h
n
e
Ein

w
illig

u
n
g
d
es

P
rin

zip
als

w
e
d
er

fu
¨

r
eig

e
n
e

R
ec

h
n
u
n
g
n
oc

h
fu
¨

r
R
ec

h‑
n
u
n
g
ein

es
D
ritte

n
H
a
n
d
els

g
esc

h
a
¨
fte

m
ac

h
e
n.

（
30
）B

e
g
r
u
¨

n
d
u
n
g
z
u
d
e
m

E
nt

w
u
rf

ein
es

H
a
n
d
els

g
esetz

b
u
c
h
s
fu
¨

r
d
as

D
e
utsc

h
e
R
eic

h
v
o
n18

9
5,

in:
S
c
h
u
b
ert/

S
c
h
m
ie
d
el/

K
ra

m
p
e,

Q
u
elle

n
z
u
m

H
a
n
d
els

g
esetz

b
u
c
h
s
v
o
n18

9
7,

B
a
n
d
Ⅱ
/1,

1
9
87,

S.
4
4

（
31
）v

o
n
H
o
y
nin

g
e
n‐

H
u
e
n
e,

a.
a.

O.
(
F
n.
6),

v
or§5

9
R
d
n
r.
4;

B
o
ec

k
e
n,

a.
a.

O.
(
F
n.
4),

§
5
9

R
d
n
r.
3;

C
h
risto

p

W
e
b
er,

a.
a.

O.
(
F
n.
7),

§
59

R
d
n
r.
2.

（
32
）B

ro
x/
H
e
n
ssler,

H
a
n
d
elsrec

ht,
2
0.

A
ufl.,

2
0
0
9;

C
a
n
aris,

H
a
n
d
elsrec

ht,
2
4.

A
ufl.,

20
0
6;

K
in
dler,

G
r
u
n
d
k
u
rs

H
a
n
d
els‐

u
n
d
G
esellsc

h
aftsrec

ht,
3.

A
ufl.,

2
00
8;

M
e
y
er,

H
a
n
d
elsrec

ht,
2
0
07;

O
e
kter,

H
a
n
d
elsrec

ht,
5.

A
ufl.,
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20
07;

W
ie
d
e
m
a
n
n/
Fleisc

h
er,

H
a
n
d
elsrec

ht,
8.

A
ufl.,

2
0
0
4;

Stein
b
ec

k,
H
a
n
d
elsrec

ht,
20
0
5;

L
ettel,

H
a
n
d
els‑

rec
ht,
1.

A
ufl.,

2
00
7.

A
n
g
estellte

H
ilfsp

erso
n
e
n

と
い
う
目
次
で
商
業
使
用
人
に
つ
き
説
明
す
る
も
の
にH

u
¨

b
n
er,

H
a
n
d
elsrec

ht,
5.

A
ufl.,

20
04,

S.
1
2
4.

ま
たD

er
k
a
uf

m
a
¨

n
nisc

h
er

A
n
g
estellte

と
い
う
目
次
で
商
業
使
用
人
に
つ
き
説
明
す
る
も
の
にK

lu
n
zin

g
er,

G
r
u
n
d
z
u
¨

g
e
d
es

H
a
n
d
elsrec

hts,
1
3.

A
ufl.,

2
00
6,

S.
7
7
ff.

が
あ
る
。

（
33
）

W
ie
d
e
m
a
n
n/
Fleisc

h
er,

a.
a.

O.
(
F
n.
3
2);

Stein
b
ec

k,
a.

a.
O.
(
F
n.
3
2);

L
ettel,

a.
a.

O.
(
F
n.
32).

（
34
）C

a
n
aris,

a.
a.

O.
(
F
n.
32),

S.
3;

M
e
y
er,

a.
a.

O.
(
F
n.
3
2),

S.
1
69;

O
e
kter,

a.
a.

O.
(
F
n.
3
2),

S.
1.

（
35
）B

ro
x/
H
e
n
ssler,

a.
a.

O.
(
F
n.
3
2),

S.
1
28,

1
4
6;

O
e
kter,

a.
a.

O.
(
F
n.
3
2),

S.
1
35;

K
in
dler,

a.
a.

O.
(
F
n.
32),

S.

12
7.

（
36
）

目
次
で
商
業
使
用
人
が
扱
わ
れ
て
い
る
基
本
書
に
関
し
て
は
、
商
業
使
用
人
の
意
義
の
他
は
、
競
業
避
止
義
務
の
説
明
が
中
心
で
あ

る
。K

arste
n
S
c
h
m
idt,

a.
a.

O.
(
F
n.
1
8),

S.
50
2
ff.;

R
oth,

H
a
n
d
els‐

u
n
d

G
esellsc

h
aftsrec

ht,
6.

A
ufl.,

20
01,

S.

28
0
f.;

J
u
n
g,

H
a
n
d
elsrec

ht,
7.

A
ufl.,

2
0
0
8,

S.
1
4
5;

B
u
¨
lo

w,
H
a
n
d
elsrec

ht,
6.

A
ufl.,

20
0
9,

S.
10
4.

（
37
）

契
約
上
の
競
業
避
止
義
務
に
関
し
て
詳
し
く
検
討
す
る
日
本
の
文
献
と
し
て
以
下
が
あ
る
。
石
田
信
平

退
職
後
の
競
業
避
止
特
約

（
一
）
│
ド
イ
ツ
の
立
法
規
制
と
そ
の
規
制
理
念
│

同
志
社
法
学
五
九
巻
五
号
（
二
〇
〇
七
年
）
九
九
頁
以
下
、
同
（
二
）
同
志
社
法

学
五
九
巻
六
号
（
二
〇
〇
七
年
）
三
〇
五
頁
以
下
、
同
（
三
）
同
志
社
法
学
六
〇
巻
二
号
（
二
〇
〇
八
年
）
一
四
一
頁
以
下
、
同
（
四
）

同
志
社
法
学
六
〇
巻
五
号
（
二
〇
〇
八
年
）
三
六
五
頁
以
下
。

（
38
）B

A
G
v.
1
3.

9.
19
6
9.

B
B1
9
70

S.
3
5
=

A
P
N
r.
2
4

z
u§6

1
1

B
G
B
K
o
n
k
u
rre

n
z
kla

u
sel.

こ
の
判
例
を
和
訳
し
た
も
の
と

し
て
、
後
藤
清

商
業
使
用
人
以
外
の
被
用
者
の
競
業
禁
止
の
効
力

日
本
労
働
協
会
雑
誌
一
五
四
号
（
一
九
七
二
年
）
七
〇
頁
以
下
。

（
39
）

二
〇
〇
三
年
の
営
業
法
一
〇
五
条
以
下
にk

a
uf

m
a
¨

n
nisc

h
e
n
H
ilfsp

erso
n

の
一
般
的
な
労
働
法
上
の
原
則
が
規
定
さ
れ
た
。

（
40
）

わ
が
国
に
お
け
る
雇
用
契
約
中
の
競
業
避
止
義
務
に
関
す
る
裁
判
例
と
し
て
、
エ
ー
プ
ラ
イ
事
件
│
東
京
地
判
平
成
一
五
年
四
月
二

五
日
労
判
八
五
三
号
二
二
頁
。

（
41
）B

A
G
v.
5.

2
5.

1
9
70

A
P
N
r.
4

z
u§6

0
H
G
B.

事
件
の
概
要
等
に
つ
い
て
は
、
神
作
裕
之

商
法
に
お
け
る
競
業
禁
止
の
法
理

（
一
）

法
学
協
会
雑
誌
一
〇
七
巻
八
号
（
一
九
九
〇
年
）
一
二
六
〇
頁
参
照
。
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（
42
）B

A
G
v.
1
7.

1
0.

1
9
69

A
P
N
r.
7

z
u§
6
1
1

B
G
B
T
re

u
pflic

ht.

弁
護
士
に
適
用
を
認
め
る
判
例
と
し
てB

A
G
v.
1
6.

8.
1
9
90

A
P
N
r.
1
0

z
u§
6
1
1

B
G
B
T
re

u
pflic

ht,
B
A
G
v.
2
6.

9.
2
00
7

N
Z
A2
0
07

S.
1
4
36.

（
43
）v

o
n
H
o
y
nin

g
e
n‐

H
u
e
n
e,

a.
a.

O.
(
F
n.
6),

§
60

R
d
n
r.
8;

E
tzel,

a.
a.

O.
(
F
n.
6),

§
6
0

R
d
n
r.
1;

B
o
ec

k
e
n,

a.
a.

O.

(
F
n.
4),

§
60

R
d
n
r.
6;

K
otzia

n‐
M
ar
g
g
raf,

a.
a.

O.
(
F
n.
4),

§
60

R
d
n
r.
2;

M
u
¨
ller‐

G
lo
¨

g
e,

in:
M
u
¨

n
c
h
e
n
er

K
o
m
m
e
n‑

tar
z
u
m

B
u
¨

r
g
erlic

h
e
n
G
esetz

b
u
c
h,

B
a
n
d4,

4.
A
ufl.,

2
0
05,

§6
11

R
d
n
r.
1
1
0
1;

S
c
h
a
u
b,

A
rb

eitsrec
hts‐

H
a
n
d
b
u
c
h,

13.
A
ufl.,

2
0
0
9,

S.
49
7.

（
44
）

W
a
g
n
er,

B
eso

n
d
er
h
eite

n
b
ei
m

A
rb

eitv
er
h
a
¨
ltniss

d
es

H
a
n
dlu

n
g
s
g
e
hilfe

n,
19
9
3,

S.
1
7
3;

R
a
m
rath,

E
nt‑

w
ic
klu

n
g
d
es

R
ec

hts
d
er

H
a
n
dlu

n
g
s
g
e
hilfe

n
v
o
n
d
e
n
K
o
difik

atio
n
e
n
bis

z
u
m

E
nt

w
u
rf

ein
es

A
rb

eitsv
ertra

g
s‑

g
esetzes,

F
estg

a
b
e
O
tto

S
a
n
droc

k,
1
9
95,

S.
2
73.

（
45
）

商
法
立
案
ノ
主
義
及
ヒ
其
区
域
ノ
緒
言

ロ
ェ
ス
レ
ル
氏
起
稿
商
法
草
案
上
巻

（
司
法
省
、
複
製
・
新
青
出
版
、
一
九
九
五

年
）
一
八
丁
。

（
46
）H

er
m
a
n
n
R
o
esler,

E
nt

w
u
rf

ein
es

H
a
n
d
els‐

G
esetz

b
u
c
h
es

fu
¨

r
Ja
p
a
n

m
it

C
o
m
m
e
ntar,

B
d.
Ⅰ
,

Einleitu
n
g
Ⅺ

(
N
e
u
dr

u
¨

c
k,

S
hin

sei‐
s
h
u
p
p
a
n,
1
9
9
6).

（
47
）

ロ
ェ
ス
レ
ル
氏
起
稿
商
法
草
案
上
巻

（
以
下
、
ロ
ェ
ス
レ
ル
商
法
草
案
上
と
称
す
）（
司
法
省
、
複
製
・
新
青
出
版
、
一
九
九
五

年
）
一
七
三
、
一
七
四
丁
。

（
48
）

ロ
ェ
ス
レ
ル
商
法
草
案
上
一
八
六
丁
。

（
49
）

伊
東
す
み
子

ロ
ェ
ス
レ
ル
商
法
草
案
の
立
法
史
的
意
義
に
つ
い
て

法
制
史
論
集
（
石
井
良
助
先
生
還
暦
祝
賀
）
（
創
文
社
、

一
九
七
六
年
）
二
二
七
│
二
二
九
頁
参
照
。

（
50
）

民
法
典
と
の
重
複
・
抵
触
に
つ
い
て
は
高
田
晴
仁

法
典
編
纂
に
お
け
る
商
法
典
と
民
法
典
・
下
│
そ
の

重
複

と

抵
触

を

め
ぐ
っ
て

法
律
時
報
七
一
巻
八
号
（
一
九
九
九
年
）
八
五
頁
以
下
参
照
。

（
51
）v
o
n
H
o
y
nin

g
e
n‐

H
u
e
n
e,

a.
a.

O.
(
F
n.
6),

v
or§

59
S
c
h
riftu

m;
C
h
risto

p
h

W
e
b
er,

a.
a.

O.
(
F
n.
7),

§
5
9

S
c
h
rif‑

tu
m.

（
52
）

烏
賀
陽
然
良
=
大
橋
光
雄
=
大
森
忠
夫

商
法
改
正
法
案
を
評
す
（
二
）

法
学
論
叢
三
四
巻
二
号
（
一
九
三
六
年
）
三
〇
七
、
三
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二
〇
頁
。

（
53
）

相
澤
哲
他

会
社
法
制
の
現
代
化
に
関
す
る
要
綱
試
案

に
対
す
る
各
界
意
見
の
分
析
〔
Ⅰ
〕

商
事
法
務
一
六
八
八
号
（
二
〇
〇

四
年
）
七
、
八
頁
。

（
54
）

法
制
審
議
会
会
社
法
（
現
代
化
関
係
）
部
会
第
一
二
回
会
議
（
平
成
一
五
年
九
月
一
七
日
）
議
事
録
、
法
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://
w
w
w.

m
oj.

g
o.
jp/0

30
9
1
7
‐1
‐
1.

txt.

な
お
、
発
言
者
の
氏
名
等
は
伏
さ
れ
て
い
る
。

（
55
）

法
制
審
議
会
会
社
法
（
現
代
化
関
係
）
部
会
第
二
〇
回
会
議
（
平
成
一
六
年
三
月
一
七
日
）
議
事
録
、
法
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://
w
w
w.

m
oj.

g
o.
jp/0

40
3
1
7
‐1
‐
1.

txt.

（
56
）

詳
し
く
は
拙
稿

会
社
法
に
お
け
る
使
用
人
に
関
す
る
規
定
に
つ
い
て

新
会
社
法
の
基
本
問
題

（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二

〇
〇
六
年
）
四
〇
一
│
四
〇
三
頁
参
照
。

（
57
）

第
一
二
回
商
法
委
員
会
（
明
治
二
九
年
七
月
六
日
）

法
典
調
査
会

商
法
委
員
会
議
事
要
録

日
本
近
代
立
法
資
料
叢
書
一
九

（
商
事
法
務
研
究
会
、
一
九
八
五
年
）
六
四
頁
。

（
58
）

大
隅
健
一
郎

商
法
総
則

（
有
斐
閣
、
新
版
、
一
九
七
八
年
）
一
六
三
頁
、
近
藤
光
男

商
業
使
用
人
の
代
理
権

商
法
・
経
済

法
の
諸
問
題
（
川
又
良
也
先
生
還
暦
記
念
）
（
商
事
法
務
研
究
会
、
一
九
九
四
年
）
五
頁
、
鴻
常
夫

商
法
総
則

（
弘
文
堂
、
新
訂
五

版
、
一
九
九
九
年
）
一
八
〇
頁
、
酒
巻
俊
雄
=
龍
田
節
編
（
大
塚
龍
児
執
筆
）

逐
条
解
説
会
社
法
第
一
巻
総
則
・
設
立

（
中
央
経
済
社
、

二
〇
〇
八
年
）
一
六
五
頁
。

（
59
）

服
部
栄
三

商
法
総
則

（
青
林
書
院
新
社
、
第
三
版
、
一
九
八
三
年
）
三
一
四
頁
。

（
60
）

森
本
滋
編
（
北
村
雅
史
執
筆
）

商
法
総
則
講
義

（
成
文
堂
、
第
三
版
、
二
〇
〇
七
年
）
一
〇
六
頁
、
江
頭
憲
治
郎
編
（
北
村
雅
史

執
筆
）

会
社
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
1
総
則
・
設
立

（
商
事
法
務
・
二
〇
〇
八
年
）
一
七
二
頁
。

（
61
）

幾
代
通
=
広
中
俊
雄
編
（
幾
代
通
執
筆
）

新
版
注
釈
民
法
（
一
六
）
（
有
斐
閣
、
一
九
八
九
年
）
四
六
頁
。

（
62
）

菅
野
和
夫

労
働
法

（
弘
文
堂
、
第
八
版
、
二
〇
〇
八
年
）
七
三
、
七
四
頁
。

（
63
）

商
法
に
お
け
る
競
業
避
止
義
務
の
規
定
を
横
断
的
に
検
討
す
る
も
の
と
し
て
神
作
裕
之

商
法
に
お
け
る
競
業
禁
止
の
法
理
（
一
）

法
協
一
〇
七
巻
八
号
（
一
九
九
〇
年
）
一
頁
以
下
、
同
（
二
）
法
協
一
〇
七
巻
九
号
（
一
九
九
〇
年
）
九
九
頁
以
下
、
同
（
三
）
法
協
一

〇
七
巻
一
〇
号
（
一
九
九
〇
）
一
頁
以
下
、
同
（
四
）
一
〇
八
巻
一
号
（
一
九
九
一
年
）
九
四
頁
以
下
、
同
（
五
）
法
協
一
〇
八
巻
二
号

商業使用人規定の行方
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（
一
九
九
一
）
一
頁
以
下
。In

g
o/
L
utz/

K
arlh

ein
z/
G
er
h
ard,

H
a
n
d
els‐

u
n
d
G
esellsc

h
aftrec

ht,
P
ra

xis
h
a
n
d
b
u
c
h,
20
07,

S.
9
2
ff.

は
、
競
業
避
止
義
務
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
横
断
的
に
競
業
避
止
義
務
を
説
明
し
て
い
る
。
ま
た
競
業
避
止
義
務
の
み
を
扱
う
も

の
と
し
てB

a
u
er/

D
iller,

W
ettb

e
w
erbsv

erb
ote,

5.
A
ufl.,

20
0
9

が
あ
る
。

（
64
）

拙
稿

商
業
使
用
人
の
意
義

慶
應
義
塾
創
立
一
五
〇
年
記
念
法
学
部
論
文
集

慶
應
の
法
律
学

商
事
法

（
慶
應
義
塾
大
学
法

学
部
、
二
〇
〇
八
年
）
二
三
七
頁
。

（
65
）

鴻
・
前
掲
註（
58
）一
六
一
頁
。

（
66
）G

ier
k
e/
S
a
n
droc

k,
H
a
n
d
elsrec

ht,
B
a
n
d1,

9.
A
ufl.,

1
9
75,

S.
3
41

ff.

（
67
）K

arste
n
S
c
h
m
idt,

a.
a.

O.
(
F
n.
1
8),

S.
5
10.

（
68
）

M
artin

e
k,

V
o
m

H
a
n
d
elsv

ertreterrec
ht

z
u
m

R
ec

ht
d
er

V
ertrie

bss
y
ste

m
e,

Z
H
R1
6
1,

19
97,

S.
6
7
ff.

〔
付
記
〕
筆
者
は
、
本
稿
執
筆
中
、
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
大
学
に
て
在
外
研
究
中
で
あ
り
、
日
本
文
献
の
一
部
は
、
収
集
に
つ
き
横
浜
市
立
大
学

重
田
麻
紀
子
准
教
授
及
び
青
森
中
央
学
院
大
学
長
畑
周
史
専
任
講
師
の
協
力
を
得
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
す
る
。
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